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囲に展開していく。それらは調査された遺構

に連続性が確認できていないことから、弥生

時代から継続的に形成された集落ではなく、

古墳時代に新たに移住してきた人々の集落で

あると考えられている。その集落も古墳時代

をもって廃絶したと考えられ、その大きな要

因として旧河道の形成とその氾濫があげられ

ている。古墳時代の集落を荒廃させた旧河道

の流れは、奈良時代以降の集落形成に適した

自然堤防を形成している。次に集落の存在が

確認されるのは、平安時代に入ってからと考えられる。田屋の地名の初見は平安時代末期の

承安４年（1174）栗栖家文書（『和歌山県史』中世２）に「田井・田屋」が直川保河南島の

東隣に位置すると記されている。また建久３年（1192）の同文書によると、在庁官人であ

る田屋氏が田屋に住んでいたとみられる。以上の文書から、旧河道である六箇井用水の左岸

に立地する現集落は、平安時代に形成されたと推測され、現集落に近い今回の調査地におい

て、平安時代末から鎌倉時代の集落を構成する可能性のある遺構が検出されたことは、古文

書の裏付けとなる成果といえる。

　以上のように、田屋遺跡には古くからこの地を形成した多くの流路が存在しており、その

周辺には多くの集落が営まれていたことが明らかとなっている。しかし、それらの集落が同

一の場所において長期間安定して営まれたのは、平安時代以降であると考えられる。集落の

形成に必要不可欠な流路の存在は、多くの恵みをもたらすのと同時に、常に河川の氾濫とい

う危険性を併せ持ち、たびたび生活を脅かしてきた。現代でもなお多くの自然災害に見舞わ

れる中で、かつての人々も自然の厳しさに触れながら共生していたのだろう。
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写真 6　自然流路　第 2遺構面（南西から）
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１．調査の経緯と経過
　今回の調査は、和歌山県が湊神前線道路改良工事を計画し、その予定地の一部が和歌山県

埋蔵文化財包蔵地の井辺遺跡に該当したため、和歌山県教育委員会が確認調査を行った。そ

の結果に基づき、1,812 ㎡について調査を実施した。

２．位置と環境
　井辺遺跡は、和歌山市井辺及び神前に所在する。半独立丘陵である福飯ヶ峰北西側の標高

３ｍ前後を測る開けた丘陵裾部から沖積平野部に立地し、東西約 1.1 ㎞、南北約１㎞をその

範囲としている。遺跡の東側に位置する岩橋丘陵上には 700 基前後の古墳からなる岩橋千

塚古墳群がある。また、福飯ヶ峰を最高地点とする井辺前山丘陵上には約 100 基を超える

古墳からなる井辺前山古墳群があり、岩橋千塚古墳群の一支群と認識されている。遺跡の南

側には、西流する和田川によって形成された自然堤防上に立地する神前遺跡が接している。

３．調査の成果
　調査は、調査地を東から５・６・７の３区に分けて実施した。微高地に位置する５区では、

弥生時代後期後半から古墳時代中期にかけての多くの遺構が検出されている。遺構には竪穴

建物３棟、掘立柱建物１棟、柱列３列、溝、連続土坑群のほか、多数の土坑、ピットがある。

一部鎌倉時代や江戸時代に帰属する遺構や地震痕跡である噴砂を検出している。西側の微低

地に位置する６・７区では、遺構は希薄であった。

　建物跡は５区の中央でのみ検出されている。竪穴建物３棟の形状は方形で、主柱穴４基で

構成される。また、明確ではないがいずれも中央に炉を配すると考えられる。帰属時期は、

出土遺物や遺構の重複関係から庄内式期に帰属すると考えられる。掘立柱建物は中央北側で

検出された。柱間約 2.9 ｍで、西側のみ約 3.0 ｍと若干広い。遺物は古墳時代前期の土師器

高坏や甕が出土している。

地形に合わせた土地利用
－和歌山市　井辺遺跡－

公益財団法人　和歌山県文化財センター　森　原　　　聖

図１　井辺遺跡周辺の遺跡分布図 写真 1　調査地遠景（北北東から）
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　柱列は５区で南北方向に３列検出した。西端では２列が重複して検出され、中央では１列

検出されている。西端の柱列の構造は、柱穴径約 0.21 ～ 0.38 ｍ、柱間 0.9 ～ 1.1 ｍのものと、

柱穴径約 0.33 ～ 0.72 ｍ、柱間 2.0 ～ 2.9 ｍと不均等のものがある。中央で検出した柱列は

柱穴径 0.4 ～ 0.54 ｍ、柱間は 1.5 ～ 1.75 ｍである。出土遺物は僅かに弥生土器の小片が出

土したのみである。

　溝及び溝状遺構は５区の東側で３条、西側で３条、６・７区でそれぞれ１条検出した。い

ずれも南北方向の溝である。５区の東端で検出した溝が最も規模の大きなもので、幅は 1.36

～ 1.9 ｍである。断面の確認により３条の溝が重複していると確認される。最も新しい溝で

ある中央の溝では、下層から中層にかけて庄内式期、上層から古墳時代中期の遺物が出土し

ている。

　連続土坑群は５区の東側で、南北方向にやや弧を描きながら１～３列に平行して検出し、

一部では溝と重複している。長軸 0.36 ～ 1.40 ｍ、短軸 0.26 ～ 0.50 ｍの土坑が一定間隔で

規則的に並ぶ。帰属時期は、出土遺物、遺構の切り合いから古墳時代前期以降と考えられる。

４．まとめ
　今回の井辺遺跡の調査地は、東に隣接する調査地（井辺遺跡－松島本渡線 2011 年度）の

微低地に対して、僅かながら微高地形となることが明らかとなった。この微高地は、既往の

調査成果により、集落の分布範囲と土地利用の内容・構成が明らかとなってきている。井辺

遺跡の西側にあたる調査地周辺には、少数の竪穴建物・掘立柱建物をはじめとする居住域が

微高地上に立地していることが判明した。現時点では、井辺遺跡の広大な遺跡範囲内には少

なくとも３つ程度の居住域の存在が想定されており、今回の調査成果は、遺跡の西側に想

図２　遺構配置図

写真２　調査区全景
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定できる居住域とその周辺の一端を明らかにしたと

言える。調査地内に限れば、建物跡が検出された位

置は、微低地に挟まれた範囲の微高地に限られ、居

住域の中で小規模な単位が存在することが想定され

る。検出した遺構や出土遺物から、調査地周辺での

集落の形成は弥生時代以降始まったものと考えられ

る。出土遺物の大半は、建物跡の時期と同じ、弥生

時代後期から古墳時代前期に相当するため、当該期

に居住域として土地利用されていたと考えられる。

その後の遺構としては、調査区の北東端の落ち込み

があげられ、堆積土から中世の遺物が出土している

ことから、中世以降の整地に伴い埋められたと推測

される。　

　その他、今回の調査で注目すべき遺構として、連

続土坑群がある。東接する井辺遺跡（松島本渡線）

４区でも東西方向に３列検出されている。既往の調

査例では、太田・黒田遺跡（和歌山市）、川辺遺跡（和

歌山市）、藤並地区遺跡（有田川町）、徳蔵地区遺跡（み

なべ町）で検出され、古墳時代末から奈良時代初頭

に位置付けされている。特に今回の調査に類似する

ものでいえば太田・黒田遺跡、徳蔵地区遺跡があげ

られる。太田・黒田遺跡では飛鳥時代～奈良時代の

図３　既往の調査における道路状遺構

図４　連続土坑群
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遺構とされ、同時期の溝が平行して検出されている。徳蔵地区遺跡では６世紀末の遺構とさ

れ、１列又は２列の土坑が直線的に連続して検出されている。遺構の東端は低湿地上である。

これらは道に伴う下部施設の痕跡と考えられている遺構であるが、今回の調査では当該時期

の遺物は出土していない。また、硬化面など道として利用したと断定できる特徴は確認され

ておらず、土坑が掘削された地表面と周囲の土色の違いを認識したにとどまる。道として利

用したと仮定すると、徳蔵地区遺跡の様な低湿地を道として利用するためには、当然地盤改

良や何らかの設備を構築する必要がある。一方、今回の調査では比較的安定した微高地上で

検出されている。このことから、道として利用されていた地盤を改修するために行った作業

の可能性も考えられるが、いずれにしても一定の技術が確立していたと言える。

　今回の調査成果は、東側の丘陵に位置する井辺前山古墳群や岩橋千塚古墳群などの古墳群

の築造集団との関係を考える上で重要な資料となる。集落の本体は、井辺遺跡範囲内の東側

や北東側に位置する現集落と重複する県営岡崎団地・井辺団地周辺に立地することが判明し

つつあるが、その規模・詳細については、面的な調査が少ない現時点では不明な部分も多い。

限られた微高地上でのみ建物跡が検出され、周辺の微低地では、溝は多く検出されるものの、

集落を構成する遺構は確認されていない。当時の人々は自然地形に合わせて、明確に土地の

利用方法を選択していたと考えられる。現在の土地利用は、人間に合わせて土地を改変する

ことが可能であり、ある程度自然を制御する術を手にしている。一方、かつての人々の生活

は、自然に合わせることによる制約や不便な点は多いが、上手く自然を利用する術を手にし

ていたと言える。

写真 5　5区北　連続土坑群（南南東から） 写真 6　5区南　噴砂（北東から）

写真 3　5区南　竪穴建物（北西から） 写真 4　5区北　掘立柱建物（北北東から）
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１．はじめに
　新義真言宗の総本山として知られる根来寺は、平安時代の後期、興教大師覚鑁により根来

の地に創建され中世を通して勢力を誇った寺院として知られている。

　今回の調査は、京奈和自動車道建設に伴うものであり、調査地は根来寺遺跡内の西北端に

近い場所に位置しており、前年度実施した調査箇所の北側及び東側に当たる。調査区名は前

年度との関係から今回の調査においては３～５区の名称を用いている。このうち洞尾川左岸

の調査区を調査区３、さらに南側の丘陵中腹部に設定した調査区を調査区４及び調査区５と

呼称した。

２．調査成果
（１）調査区３
　調査区３は、先にも述べたように洞尾川の左岸部で、東側の丘陵裾部との間にあたる箇所

である。大きくは２段の平坦面となっており、両者の比高差は約 2.8 ｍを測る。いずれも昭

和 40 年頃までは水田として、そのあと果樹栽培地として利用されていたと聞くが、平成に

はいる頃には耕作放棄地となっていたようで、現況は竹や雑木の生い茂る荒蕪地となってい

た。

【上段部の遺構】

　基本層序としては、第１層が表土、第２層が耕作土、第３層が旧耕作土ないし盛土・崩落

土で第４層が地山に大別できる。上段部については、表土及び耕作土を除去した後、旧耕作

土上面と思われる面で遺構検出を試みたが、遺構は確認されず、地山面及びこれと同じレベ

ルにある整地土（盛土）の上面でいくつかの石組みの溝を検出した。

　溝１：西側の山裾部に沿って流れたのちかすかに湾曲しながら北西方向に延びる。延長

根来寺遺跡境内外の発掘調査
―岩出市　根来寺遺跡―

公益財団法人　和歌山県文化財センター　村　田　　　弘

図１　根来寺遺跡の範囲と調査地
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20 ｍほどを検出した。本来は蓋石を伴う暗

渠排水であったと思われるが、北西部分では

蓋石は遺存していなかった。掘形幅は 0.3 ～

0.5 ｍ、内幅 0.2 ～ 0.3 ｍ、深さ 0.1 ～ 0.2 ｍ

で、石材は 15 ～ 30 ㎝前後の砂岩を使用し

ている。試掘調査の 20 トレンチで一部が検

出されていた溝である。

　溝２：西側の山裾部付近から西北西方向に
延びる暗渠排水溝で、延長 13 ｍほどを検出

した。溝１に比べると使われている石もやや

小ぶりで、側石についても一段の積みである。

掘形幅は 0.3 ｍ前後、内幅 0.1 ～ 0.2 ｍ、深

さ 0.1 ｍほどで、石材は 10 ～ 20 ㎝前後の砂

岩を使用している。

　溝３：溝１から分岐するように南側に延び
るもので、撹乱をはさんで延長９ｍほどを確

認している。掘形幅は 0.2 ｍ前後、内幅 0.1

ｍ前後、深さ 0.1 ｍほどとやや小ぶりな暗渠

排水溝である。

　これら３条の溝はいずれも水田耕作に伴う

ものであるが、これらの溝が集約している山際部分は、今回の調査においてももっとも湧水

が激しく、常に水中ポンプを設置して調査に当たらねばならないような状況であった。この

ことからこの山際からの湧水に対応して設けられたものと言えよう。これらの暗渠排水を伴

う水田の時期については、出土遺物がほとんどなく明瞭にし難いが、数少ない遺物から判断

すれば中世後期、15 ないし 16 世紀に遡る可能性があるものと考えている。ただ、この時期

の水田区画については、上段の南東部付近では耕作土が途切れて存在していなかったことか

ら、近世のものより小さかったものと判断される。

図 2　調査区位置図

写真２　３区溝２蓋石除去後（北から）

写真１　３区溝１蓋石除去後（北から）
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【下段部の遺構】

下段部は西側を流れる洞尾川に沿うかたちで

現況の水田区画が北西から南東に向かってそ

れぞれ 50 ～ 60 ㎝ほどの高低差で３段の段

差をもってつくられていた。ここでは、石組

みの暗渠排水溝は検出されなかったが、水田

区画に伴う石垣が検出されている。

　石垣１　Ｎ－ 45°－Ｅという現況の段差の
方向と同じ方向をもつ石垣で、実際に段差部

分で検出されたものである。西側の山裾部分

から途中一部欠損している部分はあるものの

延長 14 ｍを確認した。もっとも残りのよい

部分で石積みにして４ないし５段で、高さは

0.6 ｍを測る。用いられている石材は砂岩で

あるが、大きさにばらつきがあり、大きいも

のでは 40 ～ 50 ㎝大、小さなものでは 10 ㎝

ほどのものも認められる。また、積みの方向

も横、斜めとかなり乱れており、全体として

雑な感はまぬがれない。こうした積み具合か

らも、中世まで遡るものではなく、近世ない

しそれ以降のものと判断される。なお、この石垣は調査区の西外側、現況の川に沿ってつく

られている畦畔の下まで続いていることを確認しており、このことから現在の水田区画の西

辺部がつくられるよりは一時期古いものである。

　石垣２　調査区の南西側で遺構検出をしたところ、南西側に押し出すようにして整地が成
されていることが判明した。このためこの整地土を掘り下げていったところ、落ち込み部分

の際に沿って石垣が遺存していることを確認した。この石垣はもっとも残りの良い部分で、

高さ 0.4 ｍを測るもので、石積みは３ないし４段が遺存していたが、整地土の土層断面観察

の結果、本来的にはあと 0.2 ～ 0.3 ｍは高かったものと判断される。延長 14 ｍほどを検出

しているが、南側に行くにつれて遺存状況は悪く、再利用のために抜き取られた可能性が高

い。法面の傾斜や石の積み具合などから中世に遡るものと判断している。

　石垣３　調査区の西壁ぎりぎりで検出されたもので、高さ 0.4 ｍを測る。前述した石垣２
と同じような積みであることや、両者の位置関係から推して、調査区のわずかに西外側を回

り石垣２へとつながっている可能性が高い。この石垣２・３については、中世段階の水田の

西側を画するものであったと考えている。

　石垣４　前述の上段と下段面の境を成す斜面部の裾で検出したもので、高さは 0.6 ｍを測
る。石積みは３ないし４段分であった。わずかに延長３ｍほどが遺存していたにすぎないが、

本来はこの斜面部の裾に沿って築かれていた可能性が高く、中世段階の水田の北東側を画し

ていたものと判断されよう。

写真 4　3区　石垣２中央部付近（南東から）

写真 3　３区　石垣１（南東から）
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（２）調査区４・５
　本調査区は、前述したように風吹峠からつ

づく丘陵の中腹部、わずかに平坦面が認めら

れ、古道の可能性が考えられた場所に設けた

調査区である。

　このうち４区については、北端部分で平坦

面がなくなり、道がさらに続いていく可能性

が考え難い状況で、むしろ途中から北西方向

に下っていく可能性が考えられた。このため

教育委員会との現地協議を経てこの部分にも

調査区を設定した。当初から予定していた部

分を４－１区、新たに加えた南西方向に下っ

ていく部分を４－２区としている。

　４－１区では、試掘調査で確認されていた

石列の続きを確認した。位置的には、たしか

に平坦部の西際に沿って並んでいるが、延長

はわずかに７ｍほどで、積まれたものではな

く据え置いたといった感じの設置具合であっ

た。また、据え置く基盤となる土も新しい時

期に崩落したと思われる山土であった。この

ことからこの石列については、古道の側石となるものではないと判断している。また、岩盤

についても自然地形のままで、人為的に削平し、平坦面をつくりだしているような痕跡は認

められなかった。さらに路面と思われる遺構についても確認できず、出土遺物は皆無の状況

であった。このことは、５区についても同様である。

　以上のことから現段階では、この平坦面については古道などではなく、新しい時期に山仕

事などに利用されていた通路のようなものであったと判断している。

ま　と　め
　今回の調査では、調査区３において前年度の調査と同様に中世にまで遡る可能性の高い水

田の跡を確認することができた。このこと自体も意味ある成果であるが、それ以上に、子院

の跡がまったく検出されなかったことにより大きな意味があると言える。つまり、中世、全

盛期の根来寺においてもこの付近にまで子院は及んでいなかったことが判明したわけであ

り、中世根来寺の寺域を考える上で、貴重な成果を得たものと言える。

　一方、「古道」の検出には至らなかった。この付近には泉南地域へとの通ずる道が想定でき、

長く根来寺が交通の要衝であったことを言われながら具体的な「古道」については、その規

模はもとよりルートも明らかになっていない。根来寺と泉南地域の結びつきを考える上で今

後ともこの「古道」の考古学的解明に期待がもたれるところであり、精力的な調査が望まれ

よう。

写真 6　５区　中央部付近（北西から）

写真 5　4区　中央部付近（北から）
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１．はじめに
　西飯降Ⅱ遺跡は、伊都郡かつらぎ町大字中飯降・西飯降・妙寺に所在する、和泉山脈南麓、

紀の川北岸にひろがる比較的発達した低位段丘面を中心にひろがる遺跡である。

　今回は、宅地造成に伴う調査であるが、調査地の小字名が「大道ノ上」であり、古代南海

道関連の遺跡の発見も期待された。

２．調査内容
　調査区の大きさは84㎡である。調査区端部で遺構が発見された部分については拡張を行っ

た。調査の結果、弥生時代の遺構を検出し、弥生土器・石器が出土した。

　遺構　溝１・２は、調査区中央付近で検出された。溝 1 は長さ 5.04m、検出幅 1.4 ｍを測る。
断面は、皿状を呈する。深さは 0.2 ｍを測る。埋土からは弥生土器甕が出土した。底面では

弥生土器甕底部が出土した。溝 2 は長さ 1.24 ｍ、幅 2.8 ｍを測る。断面は、皿状を呈する。

深さは 0.12 ｍを測る。埋土から弥生土器が出土した。ピット１・2 は調査区中央付近で検

出された。平面は径 0.24 ｍの円形を呈する。断面は椀状であり、最深部で 0.12 ｍを測る。

遺物の出土はない。ピット 3 は、調査区中央付近で検出された。平面は径 0.36 ｍの円形を

呈する。断面は皿状であり、最深部で 0.12 ｍを測る。遺物は出土しなかった。ピット 4 は

調査区南東端付近で検出された。平面は径 1.2 ｍの方形を呈する。断面は皿状であり、最深

部で 0.28 ｍを測る。埋土から弥生土器甕、石器が出土した。

　遺物　1 ～ 3 は溝 1、4 はピット 4 から出土した。1 は、壷あるいは甕の口縁部である。
ゆるやかに外反しながらたちあがり、端部を面取りする。摩耗がひどく、調整は不明瞭であ

る。2 は、壺あるいは甕の体部～底部である。やや急峻にたちあがり、張りの強い器形となる。

断面は、底縁付近以外は 3 ～ 5 ㎜と非常に薄い。摩耗がひどく、調整は不明瞭である。3 は、

壺の頸部である。外面に、平行線 + 半円のモチーフによる櫛描文が認められる。摩耗がひど

く、調整は不明瞭である。4 は、サヌカイト製削器である。一辺を欠損する。両極打法によ

り生産した楔形剥片の縁辺を二次加工している。各縁辺とも、ステップ状収束部をなす微細

剥離の集合体を有する。また、背面の下半において、打撃の方向が対極的で緩衝しあうよう

な稜線をもつ剥離面が観察されることから、この石器は石核調整時にも両極打法を用いてい

たものと解される。

３．おわりに
　今回の調査では南海道関連の遺構等は確認されず、弥生時代の溝・ピットが検出されたが、

各遺構間の有機的な関係を読み取ることは困難である。いっぽう、弥生土器 2・3 は、中期

前葉の土器と判断され、当該期の様相が不明瞭な紀の川中流域の歴史を紐解くうえで重要な

資料であるが、資料の増加を待ちつつ今後の検討課題としたい。

紀の川中流域における弥生中期前葉土器の類例加わる
―かつらぎ町　西飯降Ⅱ遺跡―

かつらぎ町教育委員会　和　田　大　作
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第１図　調査地位置図

第３図　調査区平断面図（遺構検出部分）（S＝ 1/120）

第４図　出土遺物実測図（S=1/3、1/2）

第２図　調査区位置図
（S＝ 1/2500）
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１．調査の経緯と経過
　今回の調査は、和歌山県が県道御坊由良線道路改良事業を計画し、その予定地の一部が和

歌山県埋蔵文化財包蔵地の和田Ⅱ遺跡に該当したため、和歌山県教育委員会が確認調査を

行った。その結果に基づき、本発掘調査が必要と判断された範囲 609 ㎡の調査を実施した。

２．位置と環境
　和田Ⅱ遺跡が所在する日高郡美浜町は、和歌山県のほぼ中央を流れる日高川の河口付近に

位置する。町の東側は日高川により形成された日高平野の一画を占め、南は海岸線にそって

砂丘が伸び、煙樹ヶ浜と呼ばれる松林が続く。砂丘の後背地は標高１ｍ前後の低湿地となっ

ている。調査地は、煙樹ヶ浜のある海岸線から約 0.5 ～１㎞北方に位置する。地表面の標高

は、南半部は 9.0 ～ 9.2 ｍ前後であるが、北半部は 6.4 ～ 7.8 ｍ前後と一段低くなり、遺跡

は北東に広がる低湿地へと下降していく。

３．調査の成果
　調査では、標高の低い北調査区と標高の高い南調査区で検出された遺構、出土遺物で異な

る傾向が確認された。遺物は遺構検出面より上位の包含層から多く出土しており、北調査区

では中世の、南調査区では古代の遺物が多く目立つ状況である。

　北調査区では土坑、ピットを検出したが、遺構密度は低い。ピットは円形或いは楕円形を

呈し、直径 0.3 ～ 0.5 ｍ前後のものが多い。

　南調査区では土坑、ピット、流路を検出した。遺構密度は高く、特に６区南でその傾向が

顕著である。ピットの多くは柱穴と考えられるが建物として構成を明らかにするには至って

いない。流路は南から北へ蛇行して流れ、途中淀み部を形成している。幅は 3.88 ｍ、最も

深い部分で 0.43 ｍを測る。遺物は古代～近世の土師器、須恵器、瓦器、陶磁器など多様で

あり、この流路が長期間存在していたことを示している。

出土遺物から見える景色
－美浜町　和田Ⅱ遺跡－

公益財団法人　和歌山県文化財センター　森　原　　　聖

図１　和田Ⅱ遺跡周辺の遺跡分布図 写真 1　調査区遠景（北西から）
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４．まとめ
　和田Ⅱ遺跡は、これまで古墳時代の遺跡として周知されてきた。

今回の調査でも、古墳時代の須恵器や土師器は出土している。しか

し、出土した遺物の割合をみれば、古代末から中世にかけての遺物

が量的に多くを占めており、これまでの知見とは異なっている。

　検出した遺構は、北調査区と南調査区では密度の違いが大きい。

北調査区は特に希薄で、建物の造成時及び取壊し時に削平・破壊さ

れたとも考えられるが、遺跡の中心範囲が標高９ｍ前後の南調査区

周辺であった事に因る可能性が高いものと思われる。

　出土した遺物では、６区から出土した初期須恵器に位置付けられ

るハソウや古代の遺物である緑釉陶器、８区から出土した古代銭貨

の「貞観永寶」がある。ハソウは口径 9.0 ㎝、器高 11.8 ㎝を測り、

体部は扁平で中位に断面三角形の突帯を巡らせる。体部と頸部には

波状文が施文されている。日常的に使用されていたものであるが、

墓からの出土例も多く確認されている。緑釉陶器は官衙や墓などか

ら多く出土するものである。「貞観永寶」は初鋳 870 年（貞観 12 年）

であり、畿内地域を中心に、限られた地域で流通しており、和歌山

県内での出土は確認されていない。和歌山県における古代銭貨の出

土分布は、官道である南海道に沿った地域と、散在的ながら古熊野

街道に沿った各郡に一定の分布が確認されている。当該期の古代銭

貨は火葬墓の副葬品及び地鎮具などに用いられていたことが明らか

となっている。

　古くから海岸砂丘上は墓として利用されることが多い。今回の調

査で墓は検出されていないものの、墓の存在を窺わせる遺物が出土

している。和田Ⅱ遺跡の所在する場所は、古熊野街道沿いであり、

当隣する御坊市には古代の郡衙跡とされる堅田遺跡がある。これら

は、集成研究されてきた古代銭貨の出土状況に矛盾しないものであ

り、調査地周辺の土地利用を推定する上で重要な調査成果といえる。

参考・引用文献　北野隆亮　2006 年　「紀伊における古代銭貨」『紀伊考古学研究』第９号

図２　遺構配置図写真 2　ハソウ 写真 3　貞観永寶
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１．はじめに
　岩崎大泓遺跡・岩崎大泓Ⅱ遺跡は西牟婁郡上富田町の西部に所在し、田辺市と白浜町に境

界を接する。

　町内には北東方向から南西方向に富田川が斜行し、本遺跡の南側を流れている。現在は富

田川の河床が高く、大雨時には洪水となり低地部が水没するという状況下にある。

　上富田町には縄文時代から近世にかけての遺跡が河岸段丘や丘陵上に数多く所在してい

る。縄文時代の遺跡としては数遺跡が知られているが、その中でも本遺跡の北東約６㎞の富

田川河川敷に位置する市ノ瀬遺跡が著名である。弥生時代の遺跡は上富田町の全体の約 1/3

を占める 20 余りの遺跡があり、その多くは富田川流域や支流の岡川流域に所在する。また、

本遺跡の 1.5 ㎞西には、幕末に発見されたとされる朝来銅鐸出土地がある。古墳は本遺跡か

ら北約２㎞以内の富田川右岸に朝来古墳や岩田古墳群、東に約 1.5 ㎞の左岸には山王古墳群

が知られている。古代の遺跡は少ないが、中世末期になると富田川を挟んで対峙する丘陵上

には山城、段丘上には屋敷跡が点在する。これらは豊臣秀吉による紀州制圧時にかかる時期

のものが殆どであるが、この地域を支配していた山本氏の竜松山城跡や国陣山城跡、蛇喰城

跡が右岸に、釣瓶山城跡が左岸に所在する。また、最近調査され、堀切を確認している秀吉

方の塗屋城跡は、本遺跡から約 0.5 ㎞に所在する。なお、本遺跡からは底部に「福万」と墨

書された瓦器皿が水田で井戸掘削中に発見されている。

２．調査の概要
【岩崎大泓遺跡】
　調査地の現況は水田で、中央を現有の水路が北から南に屈曲して流れている。この水路を

挟んで北側をⅠ－１区、南側をⅠ－２区と呼称して調査区を設定した。調査面積はⅠ－１区

が 1,013 ㎡、Ⅰ－２区が 302 ㎡の合計 1,315 ㎡である。

　層位は、現況の水田直下は近世の水田層となり、４枚以上の水田面が耕作土と床土の互層とな

る。更にこの下層は中世包含層となり、この層からの出土遺物も微量であるが、瓦器片、土師器

片などが出土した。なお、近世水田層および中世

包含層からは弥生時代終末期の土器も出土した。

　遺構は中世包含層除去後検出した。検出面の

標高は約 13.00 ｍ前後を測る。

　Ⅰ－１区で検出した遺構は、中世の土坑状遺

構 14 基と鋤溝群を検出した。鋤溝跡からは火

縄銃の鉄砲玉が１点出土した。Ⅰ－２区で検出

した遺構も中世の溝３条と水田状の方形落込み

２基および畦畔状の高まりなどである。なお、こ

弥生時代の集落は何処に
－上富田町　岩崎大泓遺跡・岩崎大泓Ⅱ遺跡－

公益財団法人　和歌山県文化財センター　佐　伯　和　也

岩崎大泓遺跡（中央手前）西から
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れらの遺構を検出した基盤面の周辺でトレンチを５箇所設定し、下層確認を行った。基盤層

下の堆積層はいずれもグライ化された層で灰色～青灰色にグラデーションをなす。これらの

層には弥生時代終末期の土器や木の枝等の有機物も包含されていた。

【岩崎大泓Ⅱ遺跡】
　岩崎大泓遺跡の北側に隣接した遺跡である。現況は住宅跡および水田である。

　調査区は２ヶ所に分かれる。丘陵（東）から谷状地形（西）に落込む箇所をⅡ－１区、谷

状地形の箇所をⅡ－２区とした。調査面積は 978 ㎡である。なお、Ⅱ－２区については２

面の遺構面を確認した。

　Ⅱ－１区の層位は、現地盤から下２層分の堆積層は近現代の民家の整地土で、そこから下

層は丘陵から低地に向かって傾斜して堆積する。この傾斜堆積層の下層では、丘陵からの落

ち際で土器を多量に含む層を確認した。ここから出土する土器は、遺物整理時には入念に検

討せねばならないが、岩崎大泓遺跡の基盤層下のグライ化層から出土する土器と時期差のな

いものと思われる。また、目視ではあるが高杯の破片が多いように感じられ、祭祀などの意

味合いも考えられる。

　Ⅱ－２区の現況は宅地跡の一部と水田である。東側と西側には丘陵が迫り谷状地形となる。

　層位は最上層の整地土および現耕作土を除去すると水平堆積を成す中世包含層（３層）と

なり、この層を除去すると上面遺構面となる。この面では中世の掘立柱建物を囲むと考えら

れる屈曲する溝状遺構を検出した。掘立柱建物の柱穴からは中国製青磁の破片が出土した。

　下層面は上面遺構の基盤層となっている包含

層（４層）除去後検出した。４層からも弥生時

代終末期の土器が一定量出土した。中世遺物と

しては土師器皿、東播系こね鉢の破片が出土し

たのみである。上面で検出した遺構とは若干の

時期差があるものと思われる。遺構は谷筋に直

行する２列の柵列を検出した。また、東側の丘

陵裾部ではこの谷筋を覆う堆積層の肩口を検出

した。この堆積層を確認するために谷筋に直行

して４本の下層確認のためのトレンチを設定した。ここでもⅡ－１区同様に、東側丘陵の落

ち際に土器を多量に包含する層を確認した。出土遺物から同時期と考えられる。

３．まとめ
　今回の調査で検出した遺構の時期はⅠ区、Ⅱ区ともに、出土遺物は僅かであったが、概ね

中世の時期のものであった。しかしながら、Ⅰ－２区で検出した水田状遺構、畦状遺構、水

路と考えられる溝状遺構などは、中世の時期において、この地で水田耕作がなされていたこ

とを示すものと考えられる。Ⅱ－２区では湿地状の谷を整地して中世には人が住みついたこ

とが、建物遺構や柵列などを検出したことにより立証できたと言える。

　Ⅰ区およびⅡ区から出土した弥生時代終末期の土器の全ては、丘陵からの落ち際や湿地状

のグライ化層からのもので、この時期の遺構は皆無であった。このことから周辺の小高い箇

所には、この時期の集落の存在も十分考えられる。

岩崎大泓Ⅱ遺跡（中央手前）西から
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１．はじめに―経緯と経過―
　平成 24 年度に白浜町が調査を実施した中山城跡と安宅本城跡は、それぞれ安宅荘中世城

郭群を構成する城郭である。安宅荘中世城郭群は、安宅氏が日置川下流域（安宅荘）を中心

として築いた 8 箇所の城跡を指す。安宅荘は、「関東成敗地」として北条氏の影響下にあっ

たが、鎌倉時代末期には「熊野海賊」が熊野灘において猛威を振るっており、それらを抑え

る役割を担った安宅氏が、北条氏によって淡路から派遣されたと考えられている。

　中山城跡は、安宅地域よりやや上流に位置する田野井地域の独立丘陵に築かれた館城で、

方形プランを持った非常に居住性の高い城となっている。安宅本城跡は平地の居館であり現

在では宅地化されているが、小字「城ノ内」という名称が残っており、伝承として東西約 50 ｍ、

南北約 30 ｍの方形プランを持ち、その南には湊や侍屋敷、町場があったと推定されている。

安宅荘中世城郭群は、それぞれの城跡が非常にまとまった形で良好に遺存しており、それら

が相互に関連している状況を把握することができる。それは、安宅氏という在地領主層が日

置川下流域において排他的な領域支配をおこなっていたことの証左となる。

　また、安宅家文書や小山家文書等の古文書より同時代の動向を探ることができるという点

からも稀有な例といえる。たとえば、紀伊国守護であった畠山氏の内紛にかかわって安宅氏

が戦に加わり、安宅荘内の「安宅南要害」（勝山城跡ヵ）が舞台となった戦いについても記

録が残っている。

　白浜町は、以前から安宅荘

中世城郭群の国指定史跡を目

指して調査を進めてきた。調

査は指定のための基礎資料の

蓄積を目的としたものとなっ

ている。

　調査期間については、中山

城跡が平成 24 年 6 月 14 日

から平成 24 年 9 月 30 日ま

で実施し、安宅本城跡が平成

25 年 2 月 14 日から平成 25

年 3 月 29 日まで実施した。

２．調査成果について
【中山城跡の調査成果】　

　既往の調査としては、平

成 17 年 度・ 平 成 18 年 度

熊野水軍の城
－白浜町　中山城跡・安宅本城跡－

白浜町教育委員会　佐　藤　純　一

図１　位置図
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に安宅荘中世城郭発掘調査委員会の委託を受けた滋賀県立大学考古学研究室により、詳細測

量調査が実施されている。

　主郭（曲輪Ⅰ）の平面形は、長方形状を呈する。曲輪の南側と西側がわずかに高くなって

おり、土塁が巡っていたと考えられる。曲輪Ⅱの平面形はほぼ方形状を呈する。主郭と接す

る南側には幅 2.5 ｍほどの平坦部が存在し、北側と西側には土塁が巡っている。主郭と曲輪

Ⅱの東側には土塁を構築せず、曲輪の周囲に土塁を「コ」の字形に配している。

　曲輪の周囲には二重の堀が存在する。それらは土塁と同様に、東側をのぞき「コ」の字形

にめぐらせる。堀は後世に削平を受けており、残存するのは北西側の一部のみである。

　また、城跡の南側丘陵の先端には田野井春日神社が鎮座している。この春日神社は、天文

15（1546）年、安宅氏とその被官である田井（たのい）氏の発願により社殿の造営がおこ

なわれたことが棟札により伝わっている。なお天正 10（1582）年には、田井氏が単独で造

立主体となり社殿上葺きをおこなっている。

　トレンチの設定については、 曲輪Ⅰ（主郭）、 曲輪Ⅱ及び周辺に 1 ～ 13 トレンチまで設

定した。また土塁部分については断割を行い、構造把握につとめた。基本層序は、表土・腐

食土層、褐色細粒砂層（10YR4/6）の遺物包含層が堆積し、この２層は全トレンチで共通し、

その下層上面より遺構が検出された。総

調査面積は、約 184 ㎡を測る。

　各トレンチからは、柱穴や土坑が検出

されている。一部では柵列と思しきもの

も確認されているが、掘立柱建物の復元

は難しい。

　特筆すべき遺構としては、石積区画が

挙げられる。 石積区画は、5 トレンチ拡

張部と 12 トレンチで確認された。 既往

の測量調査成果から、曲輪Ⅰ（主郭）と

曲輪Ⅱの境目の段状区画として認識され

てきた地点である。 今回の調査により、

その段状区画を石積によって補強してい

ることが発掘調査によって確認できた。

　石積区画には、 大きなもので約 50 ㎝

幅の隅丸方形状の石が用いられ、ほぼ同

形同大のものが使われているが、 一部の

空隙には拳大の石が充填されている。原形を留めている箇所は少なく、石積が崩落している

と考えられるが、残存しているものからおそらく３段積み以上であったことが想定できる。

北方向と西方向に向けて、 きちんと面をとり整然と積んでいる。 石積の高さは最高所で約

42 ㎝を測る。また、石積区画は北側隅角に向けて地形に沿って低くなっている。この石積

区画については、曲輪Ⅱから曲輪Ⅰ（主郭）へ上る通路状の利用が考えられるが、階段状施

設は確認できていない。

　曲輪Ⅰ（主郭）の土塁については、造成が甘く石積も確認できなかった。曲輪Ⅱの土塁に

図２　トレンチ配置図
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ついては、土塁内側に１段目の石積が施されていた。これは、安宅荘域の城跡に共通する技

法であるが、他の城跡と大きく異なる点として、土塁内側の平坦面からやや上がった位置に

石積が施されていることが挙げられる。曲輪Ⅱの土塁は、地山ベース層を削平し、その上部

より土塁を構築している。また、土塁の天端部にも石積が確認されている。土塁の補強の役

割とともに、天端部を攻撃や防御等の足場として活用するためのものであると考えられる。

トレンチ調査を実施した場所以外でも、土塁天端部に石積が露出している。

　出土遺物としては、染付、青磁、白磁、瀬戸美濃系陶器、備前焼、土師器、鉄釘、土錘、

投弾用石等が出土している。ほとんどが中世期のものであるが、一部江戸時代の陶磁器が混

じっている。

　

【安宅本城跡の調査成果】

　既往の調査としては、平成 14 年度に日置川町（当時）の委託を受けた和歌山県文化財セ

ンターが実施している。 小字「城ノ内」 と呼ばれる地点の北側の方形区画に、 幅 1 ｍ、 総

延長 68 ｍのトレンチを設定している。小規模なトレンチ調査であったが、備前焼・常滑焼・

中国製磁器等の遺物が出土している。遺構は、柱穴や土坑、区画溝の可能性もある溝状遺構

（深さ 1.5 ｍ以上）が検出されている。安宅本城の北端を示すとも考えられている。

　平成 21 年度には、白浜町教育委員会が調査を実施している。中世から近世にかけての遺構・

遺物が確認されている。隅丸長方形状柱穴や方形掘方をもつ柱穴等が検出された。特徴的な

遺物として、青磁菊花皿の口縁部片、瀬戸美濃系平碗、山茶碗、瓦器碗、鉄釘、土錘、近世

瓦等が出土している。

　平成 23 年度には、高速道路に関連した調査として、周知の埋蔵文化財包蔵地範囲の南端

が和歌山県文化財センターにより調査されている。ただし、調査対象地が低地部分であった

ためか、近世遺構（耕作跡）の他は自然流路を検出した程度で、中世以前の生活痕跡は確認

されていない。

　今年度については、安宅本城跡の内容確認のための調査を実施した。調査区を３区に分け、

それぞれにトレンチを設定した。総調査面積は、約 161 ㎡を測る。

　第 1 調査区（1tr） は、 本城跡の範囲の東側に位置する。 １tr については、 溝、 土坑、 柱

穴等の多くの遺構を地表下 50 ㎝の第１遺構面（土師器包含層）にて検出した。第１遺構面は、

近世と中世、現代からの遺構の切り込みがあり、主に褐色の埋土を持つものが中世であると

写真１　石積区画（12tr） 写真２　土塁断割（6tr）
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判断できる。中世期の遺構は、柱穴、土坑となる。溝状遺構は、出土遺物から近世のものと

考えられる。中世遺物としては、青磁、白磁、備前焼、土錘等が出土している。

　第 2 調査区（2 ～ 4tr） は、 現代の造成土が 1 ｍ近く堆積しており、 その下層から現代の

耕作土・床土が検出されており、さらに下層よりベース層と考えられる層が検出されている

ことから、遺構が存在する可能性は低い。

　第 3 調査区（5 ～ 7tr） は、 以前より館跡想定地（方形区画） とされており、 中世の遺構

が存在する可能性が高いと考えられていたが、表土と同一の現代耕作土層（地表下 20 ～ 30

㎝） を除去した段階で第 1 遺構面（土師器包含層） が確認され、 検出された遺構も近世及

び古墳時代のもののみであった。層位の状況から、大規模な削平を受けていることは確実で

あるが、削平を受ける前に中世期の遺構面が存在したかどうかは判断が難しい。

　

３．まとめ
　中山城跡の調査では、石積区画の検出や土塁の構築状況の把握等の成果を得ることができ

た。とくに土塁の構築状況については、周辺の城跡での状況検討が必要となる。安宅本城跡

の調査では、これまでの想定とはやや異なる成果を得ることとなったが、今後の詳細な検討

を期したい。安宅荘中世城郭群は継続的な調査によって、史跡の基礎資料が蓄積されつつあ

る状況であり、これまでの調査成果を総合調査報告書として総括し、今後とも国史跡指定へ

の取組みに邁進したい。

写真５　５tr（南西から） 写真 6　5tr サブトレ断面

写真３　１tr（南東から 写真４　３tr（北から）
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１．はじめに
　田辺市・すさみ町間における近畿自動車道紀勢線の建設工事において、田ノ口遺跡の一部がそ

の開発範囲にかかることになったため、平成 24 年 5 月から 11 月にかけて発掘調査を実施した。

　田ノ口遺跡の所在する白浜町は和歌山県南部の西牟婁郡に属し、面積は 201.02 平方キロ

メートルである。 紀伊水道に面した海岸線が南北に長く続き、 富田川、 日置川の 2 つの大

きな河川が紀伊水道に注ぐ。 面積の 80% 程度は森林であるが、 これら 2 つの河川による沖

積平野に耕作地が広がり、沿岸部及び河川沿いに交通路が延びる。

　遺跡は富田川の河口付近に広がる平野の東端にあたり、 現在の河口から東へ約 2 ㎞の位

置にあって、富田川へ流れ込む高瀬川東岸の沖積地の一部と標高 40m 程度の丘陵西側斜面

がその範囲に含まれる。当該地域は第二次大戦後、丘陵斜面において畑地の開墾や植林が行

われ、さらに昭和 40 年代に山裾の平野で圃場整備が実施されたことにより、もとは丘陵か

ら山の裾部付近にかけてなだらかな傾斜地であったところに平坦な畑地、耕作地が造成され

ている。今回の発掘調査では、調査区を平野部、丘陵裾部、丘陵斜面の 3 箇所に設定した。

２．調査の成果
１区
　おもな遺構として 1 溝及び 9 土坑を検出した。1 溝は南北に延びる幅 50 ～ 80 ㎝程度の

溝であり、底から権状石製品が出土している。また、9 土坑内とその周囲で検出された炭化

物がこの溝にも流れ込んでいた様子が窺える。9 土坑は後世の圃場整備によって上半分を削

平されているが、 埋土中より 100 個体以上の土師器、 灰釉陶器、 黒色土器が出土した。 こ

れらの遺物は伏せて置かれたものや、数枚を重ね、且つ整然と並べられた状態で出土してい

るものがあり、祭祀等で使用された後、土坑に納められたと考えられる。

２区
　検出した遺構のほとんどが近世以降であったが、平安時代と考えられる土師器片を含む土

坑が 1 基検出されたため、現況の地形では 1 区と 2 区の間に 2m 程度の段差があるが、もと

土坑から土師器などが多量に出土
－白浜町 田ノ口遺跡－

公益財団法人 和歌山県文化財センター　　寺　西　朗　平

図 1　遺跡所在地 写真 1　3 区航空写真（西から）
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は緩やかな傾斜が続いていたことが推定される。

３区
　丘陵斜面上に設定した調査区で、畑地の開墾や植林による削平を大きく受けてはいたもの

の、弥生時代後期の竪穴建物跡や平安時代の土坑を検出した。

　27 竪穴建物跡は埋土に弥生時代後期と考えられる土器片が含まれており、 中央に柱穴 1

基を検出した。また床面直上から台石が使用痕跡のある面を下にして出土した。

　66 土坑は埋土の下半分が炭化物であり、さらに遺構上端は被熱により赤く変色し硬化し

ていることから、この土坑内で火を焚く行為が行われたことが推定できる。炭化物の上には

斜面上方から流入した土が堆積しており、ここから土師器坏が出土している。

3．まとめ
　3 区では弥生時代後期の竪穴建物を 2 棟分検出しており集落跡と考えられるが、調査区全

体でも遺物の出土量はそれほど多くなく、 また 2 区の表土上においてもわずかではあるが

弥生土器片を採集していることから、今回検出した遺構は集落周辺にあたる一部分である可

能性が高い。

　また、3 区では 66 土坑周辺で施釉陶器 1 点が出土したほか、灯明皿として使用されたと

考えられる土師器（坏） が出土した。 今後詳細な分析が必要であるが、 時期的には 1 区で

検出した 9 土坑の出土遺物と同じか、先行するものと考えられ、1 区及び 3 区で検出した祭

祀跡と考えられるこれらの遺構は相互に関連性があるものと考えられる。

写真 2　27 竪穴建物跡 写真 3　66 土坑

写真 4　溝 1 出土　権状石製品 写真 5　施釉陶器
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１．調査の経緯と経過
　今回の発掘調査は、近畿自動車道紀勢線事業に伴う建設工事により、その予定地の一部が

和歌山県埋蔵文化財包蔵地の大古Ⅱ遺跡に該当したため、和歌山県教育委員会が確認調査を

行った。その結果に基づき、平成 23 年度に 1,381 ㎡、平成 24 年度に未調査範囲である 1,812

㎡の調査を実施した。

２．位置と環境
　大古Ⅱ遺跡は、和歌山県の南部を流れる日置川の下流域、白浜町大古に所在する。日置川

は急流であるため、河口まで上流型の谷を形成しており、沖積地はわずかに河口付近に存在

するのみである。遺跡は河口から約２㎞遡った日置川右岸の自然堤防上に位置し、日置川流

域の原始・古代以降の遺跡もこの周辺に集中する。最も遡る遺跡としては、大古Ⅱ遺跡の北

に接する大古Ⅰ遺跡が知られ、縄文時代前期末をはじめとする遺物が出土している。また、

調査地から約 200 ｍ北に位置する長寿寺からは、暦応５年（1342）の最古の紀年名をもつ

備前焼大甕が出土している。

３．調査の成果
　平成 24 年度は、４つの調査区の発掘調査を実施した。調査区は中央の７区が微高地に位

置し、西側の３・６区がやや低い後背地にあたる。東端の８区は微高地から日置川方向に下

がった地形となる。８区の調査では遺構が検出されず、堆積の状況から日置川の氾濫原であっ

たと考えられる。その他の調査区では、２面又は３面で遺構検出を行った。

　西側の３・６区では、２面で遺構検出を行ったが、検出状況や断面の確認により、遺構面

が３面あることを確認した。第１遺構面では、３区で流路、柵列状遺構、多数の土坑・ピッ

トを検出し、６区では調査区の西端で階段状の遺構を検出した。遺物は少量の須恵器が出土

しており、古代に帰属すると考えられる。第２遺構面では、３区で検出した南北方向の流路

写真 1　調査地遠景（南西から）図１　大古Ⅱ遺跡周辺の遺跡分布図

日置川流域の歴史
―白浜町　大古Ⅱ遺跡の発掘調査―

公益財団法人　和歌山県文化財センター　森　原　　　聖
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３条がある。遺物は極僅かに出土したのみで

ある。 第３遺構面では、 ３区で掘立柱建物、

多数の土坑・ピットを検出した。第２遺構面

で検出されるべき遺構も含まれている可能性

もあるが明確ではない。多数の遺構を検出し

たが、遺物はほとんど出土していない。出土

遺物や既往の調査から、弥生時代に帰属する

と考えられる。

　自然堤防の稜線上に位置する７区では３面

で遺構検出を行った。第１遺構面では調査区

の中央から東側で溝や多数の土坑・ピットを

検出した。溝は小規模であるため区画等に使

用した可能性もある。遺物は土師器の皿が出

土しており、 古代に帰属すると考えられる。

第２遺構面では竪穴遺構や多数の土坑・ピッ

トを検出した。 竪穴遺構は判然としないが、

底面の中央付近に炭化物の堆積を確認し、主

柱穴の可能性のあるピットを検出したことか

ら、竪穴建物の可能性がある。竪穴遺構から

やや離れた南側と東側で検出した２基の土坑 写真 3　6 区　階段状遺構　第 1 遺構面

写真 2　3 区　古代の流路　第 1 遺構面

図２　遺構配置図



地宝のひびき―和歌山県内文化財調査報告会―86

からは、多量の弥生土器と共に植物遺体が出土した

ため、廃棄土坑と考えらえる。出土遺物から弥生時

代中期に位置付けられる。第３遺構面でも多数の土

坑・ピットを検出しているが、第２遺構面と時期差

はあまりないと考えられる。

　調査における出土遺物では、有溝土錘や鋸歯文を

施した土器、太型蛤刃石斧などがある。有溝土錘は

瀬戸内系の土錘である。鋸歯文を施した土器は和歌

山県内では海南市の岡村遺跡で出土しており、山陽

地域～播磨地域に多くみられる。大陸伝来の要素を

持つ太型蛤刃石斧も出土している。

４．まとめ
　今回の調査では、旧地形の形状によって検出され

た遺構の性格に違いがみられた。生活の中心である

微高地上の７区では遺構、遺物は多く確認されてい

る。建物跡や多くの出土遺物からも集落の中心であ

ることが窺われる。それに対して後背地である西側

の様相は異なっている。３区では流路やピットなど

遺構は多く検出されたものの出土遺物は極めて少量

であった。６区で検出された遺構は、調査地で最も少ない。これらの傾向は各調査区の全て

の遺構面で言えることである。調査で検出した遺構面は、弥生時代中期と古代～中世に帰属

すると考えられるため、土地の形状は長期間にわたり、同じような様相を呈していたと推測

される。８区では遺構が検出されず、堆積は砂とシルト質土からなる。これは河川によって

運ばれた堆積土と考えられ、調査区周辺まで日置川の影響が長く続いていたことを物語って

いる。また、７区東端で遺構面を形成する地山は下降を始めるが、約８ｍ東に位置する８区

の西端で地山は確認できない。現地表から 2.7 ｍ前後下位では、北西端では河原石の堆積を、

南西端では上位と変わらない堆積を確認しており、急激に下降する旧地形と過去における日

置川の西方への影響の広がりを想像することが出来る。

　以上、これまでの調査によって、大古Ⅱ遺

跡の様相が明らかになってきた。遺跡周辺で

は、近世に至るまでの長期間、安定した集落

の中心は日置川によって形成された自然堤防

の稜線付近であったと推測される。この自然

堤防は当遺跡の北に位置する大古Ⅰ遺跡から

縄文時代前期の遺物が出土していることから

も、古くから存在していたことが窺える。

　弥生時代から古墳時代の調査地の様相は、

弥生時代中期に集落が形成されている。西端

写真 5　太型蛤刃石斧

写真 4　鋸歯文を施した弥生土器

写真 6　7 区　古代の溝　第 1 遺構面
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で多くの流路を検出したことから、西側に位置する山麓の谷筋から流れる河川の存在が推測

され、調査地周辺を潤していたと考えられる。集落の中心である７区では、太型蛤刃石斧が

出土しており、水稲耕作の伝播が予想される。それらの生産活動は流水があり、低湿地とな

りやすい後背地に位置する調査区の西側が適しており、調査で確認した多数のピットや畦畔

状の遺構もその裏付けとなる成果と言える。検出された弥生時代の遺構は中期に限られ、後

期から古墳時代の遺構や遺物は確認されていないことから、この間に集落を移動したと考え

られる。周辺の後続する遺跡としては、弥生時代末頃の高地性集落が八幡山城跡にあったこ

とが発掘調査によって窺える。古墳時代では前期の安宅遺跡があり、後期では大古Ⅰ遺跡が

ある。以上のように、弥生時代から古墳時代にかけて日置川を挟んだ地域を集落が移動して

いたことが想定できる。和歌山県内への弥生文化の伝播は中・南部が最初であると考えられ

ており、当遺跡も早い段階でその影響を受けたと推測される。また、出土遺物から、水上を

主とした広い範囲での文化の移動・交流が想像できる。

　古代になると日置川流域は、律令制下で牟婁郡に属し、郡内にあったとされる５郷のうち、

岡田郡か栗栖郷に比定する説があるが、詳細は不明である。これまで、当該期の遺跡は確認

されておらず、今回の調査でその空白域を埋める遺構が検出されたことは重要な成果と言え

る。遺構では、調査区中央で掘立柱建物が、調査区の西側では流路が検出されている。出土

遺物は少量であるため帰属時期は明確ではないが、概ね奈良時代に帰属すると考えられる。

　鎌倉時代では、日置川流域に安宅荘が成立しており、安宅氏が領主として活躍するように

なる。本拠である安宅本城跡をはじめ、周辺には多くの城跡が確認されている。平成 23 年

度調査においても、調査区中央で室町時代の石積み井戸が見つかっているが、当該期の遺構

は希薄である

　近世以降は調査地の東側で井戸や石垣が確認されていることから、現在に近い集落の様相

を想定することが出来る。石垣は氾濫原と推測される８区で確認されており、この時期に整

地によって生活域を拡大していったと考えられる。

　現在の大古の風景は自然堤防上に人家が立地し、田畑は西方の山麓に向かって広がってい

る。この光景は、この地域に人々が生活を始めてからほとんど変わりないと言える。古くか

ら水上交通をうまく利用した生活が営まれていたことを窺い知ることが出来る。

写真 8　竪穴遺構東側の土坑　第 2 遺構面写真 7　7 区　竪穴遺構　第 2 遺構面
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１．はじめに
　 立 野 遺 跡 が 所 在 す る 西 牟 婁 郡 す さ み 町 周

参 見 は、 本 州 最 南 端 近 く に あ り、 周 参 見 湾

に 注 ぐ 周 参 見 川 と 太 間 川 の 下 流 域 に 位 置 す

る。 湾 の 入 口 に 浮 か ぶ 稲 積 島 は 防 波 堤 の 役

目を果たし、天然の良港をつくっている。

　 遺 跡 は、 海 岸 か ら 約 2.5 ｋ ｍ 遡 っ た 位 置

に あ り、 古 い 時 期 の 周 参 見 川 が 穿 入 蛇 行 し

た後に形成された谷底平野に立地する。

　 近 畿 自 動 車 道 紀 勢 線 事 業 に よ り 遺 跡 周 辺

が大規模に開発されるのに伴い、平成 22 年

８月から平成 23 年３月にかけて面積 8,526

㎡を対象に発掘調査を実施した。

　調査では弥生時代前・中期と古墳時代・古代の自然流路、弥生時代後期末頃と中世前半頃

の水田区画などを検出した。また、遺物としては、弥生時代前期の自然流路（遺構 302）か

ら出土した多くの弥生土器・突帯文土器・石器・木製品のほか、須恵器・土師器・黒色土器・

瓦器・製塩土器・山茶碗・青磁などの土器類や金属製品として銅環や鉄斧がある。

　平成 24 年度は、 調査で出土した土器類コンテナ 60 箱、 石器類コンテナ 44 箱（約 2500

点）、木器・木製品約 400 点、金属製品３点ほか木材サンプルを対象に報告書作成に伴う出

土遺物整理業務をおこなった。また、重要度が高く、処理の緊急性を要する鉄斧１点と木製

品 184 点の保存処理を高級アルコール含浸法で実施している。

　報告書は平成 25 年 3 月に刊行したが、ここでは遺構 302 と出土遺物について紹介する。

２．遺構 302
　遺構 302 は、平野部西側の山裾に沿って南

流する弥生時代前期の自然流路で、調査区の

南では、流れをやや西方に変えている。規模

は 幅 が 約 15 ｍ、 深 さ 1.2 ～ 1.5 ｍ で、 調 査

区内で約 40 ｍを確認した。 底は平坦で、 流

れが変わる付近で深くなっている。

　堆積土は大きく３層に分かれ、２層は地山

と同一のシルトのブロックを含む層で、一気

に埋まった層であると考えられる。３層は木

屑・ 葉・ 木 の 実・ 木 材 等 を 含 む 層 位 で あ る。

農耕社会成立期の木製品生産地
－すさみ町　立野遺跡－

公益財団法人　和歌山県文化財センター　川　崎　雅　史

周辺の遺跡

遺跡遠景（矢印で遺構 302 を検出）

➡
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１層は弥生時代前期新段階と中段階の遺物を含み、２

層は中段階の遺物がほとんどで、わずかに新段階の遺

物が混入し、３層は中段階の遺物のみを含む層位とな

り、３層を中心に弥生土器・突帯文土器・石器・木製

品が多量に出土する。また、３層からは、大量の自然

木が横たわった状態で出土しており、これらは直線的

に伸びた広葉樹の中径木が大勢を占め、ほとんどが樹

皮を剥いだ状態となっていた。大きくは流れに沿うも

のと、流れに直交するものがあり、基本的に前者の方

が下位に位置している。流れに直交するものでは、川

岸から倒れた状態のものがあり、根が残るものが認め

られる。ただ、そのような材でも樹皮がなく、部材を

割り欠いたものもある。現場付近に、木材が集積され

た状況で、流路に明確な流れが認められないこと、ま

た、 平 成 24 年 度 に 行 わ れ た 流 路 下 流 部 の 調 査 で は、

木材がほとんど確認されていないことから、川を堰き止めて貯木施設を構築していた可能性

もあるが、調査区内では堰などは確認できなかった。

　このほか、流路内でオニグルミの核果やイチイガシ・ツブラジイなどの堅果類の殻が大量

に集中する箇所があり、食物残渣を投棄したものと考えられる。

３．出土遺物
土器　

　弥生土器と突帯文土器のほか東日本の条痕文（系）

土 器 が 出 土 し て い る。 破 片 点 数 は 約 10000 点 あ り、

弥生土器１に対して突帯文土器９の比率である。

　弥生土器は壺に限られ、前期土器の器種組成である

甕・鉢・高杯はない。突帯文土器は和歌山県南部地域

に多い瀬戸タイプが主で、深鉢、鉢、壺の器種があり、

深鉢が圧倒的に多いが、壺の割合も他の遺跡より高い。

土器には角閃石や結晶片岩を含み搬入品と判断できる

もののほか、特徴などから搬入品と考えられるものが

見いだせる。

石器
　定形的な石器、剥片、原石などを含めた石器関連資は 1676 点で、このうち、使用を目的

としたあるいは使用した石器類は 564 点となる。石材は、石棒を除くすべての器種で頁岩（ス

レート・粘板岩）が使用されている。打製・磨製石器の石材には頁岩とサヌカイトがあるが、

肉眼観察では約 95％が頁岩で残りがサヌカイトとなる。畿内およびその周辺部の弥生遺跡、

ほぼ同時期である御坊市堅田遺跡などでは、打製石器にはサヌカイト、磨製石器には結晶片

岩や凝灰岩などを多用しているのに比べ石材選定に大きな違いを見出すことができる。 サ

弥生土器

遺構 302（北から）
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ヌカイトに関しては表面がササクレだったよ

うに見える特徴から香川金山産の可能性が高

く、明確に二上山産と言える資料はない。頁

岩は地元で産するもので、原石は河原や海岸

で調達でき、実際、出土した原石にも、磨滅

が著しい円礫や、やや角がある礫がある。

　組成は石鏃がわずかで、伐採斧がなく石器

製作に用いたと考えられる加工斧や削器・楔

形石器などが多量に出土し、それらの石器も

製作していたことが窺える。

木製品　

　木製品には、工具６点（斧膝柄・斧直柄・

楔状木製品）、農具 53 点（平鍬・広鍬・泥除け・

刈払具・竪杵）、狩猟具９点（弓・矢）、食事

具７点（匙・竪杓子）、容器 46 点（舟形・鉢・

浅鉢状・皿状）、建築部材 22 点（梯子・柱材・

垂木ほか）、 その他６点（琴状木製品・俎状

木製品ほか）、木材 23 点（丸太材・半栽材・

割材・板材）がある。これらには、樹種・木

取り・器種の上で他の遺跡にみられない特徴

が確認され、平鍬（曲柄狭鍬）にイスノキ製の板目取り、各種容器にクスノキの横木取りの

材を使用した製作工程の分かる資料があり、直柄広鍬にも板目取りの製品・未成品がみられ

る。

４．まとめ
　弥生時代以前の生活の痕跡がないことからも、弥生文化の一部を受け入れた縄文人が恵ま

れた森林資源を求めて入植したことが窺える。弥生時代前期には、平野部の西端を流れる自

然流路・遺構 302 の傍で居を構え、 木製品の製作をおこなっていたことが明らかで、 その

証左としては、平成 24 年度に行われた下流部の調査で遺物が希薄で、土器に磨滅が見られ

ずススの付着が顕著なこと、食物残渣である堅果類や核果類の殻が大量に廃棄されているこ

と、また、石棒の使った祭り（破砕行為）が水際で行われていたことなどを挙げることがで

きる。

　調査の成果は、弥生時代前期に木製品製作を専業する集団がいたことを物語るもので、社

会的分業が早くから進んでいたと捉えることができ、立野遺跡の母村的性格の集落が存在し

たことも想定できる。また、主な生業は木製品製作であるが、使用痕がある鍬などの農具や

石包丁が出土していることや籾殻痕がある土器が出土していることからも、水田耕作をおこ

なっていたことは明確である。

　集落では、用途に即応した樹種選択を行い、適切な樹木を持続的に供給して幾種類もの木

器を加工生産している。加工を容易にするため、自然流路に材木や素材を水漬し、加工具の

木製品加工用の石斧

平鍬の製作工程
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製作にはじまり、素材確保から製作まで一連の作業をおこなっていたことが窺える。

　遺構 302 の２層は、 岸辺（肩部分） の流路ベース土と類似することからも、 流水による

肩崩れないしは、 岸辺の樹木の伐開などが原因しての崩壊土壌と考えられる。 木材資源確

保・水田開発による古環境の急激な変化を起因として、自然流路が埋没し木製品の製作活動

の中断あるいは終焉があり、その時期は前期新段階前半であると土器から推定することがで

きる。

　立野遺跡が位置する周参見が近・現代まで海路の要衝であったように、弥生時代前期にお

いても同様で、東日本と西日本を結ぶ海上ルートの津（港）を背景に遺跡が立地すると解釈

することもできる。

　土器・石器・木製品の内容は、縄文時代から弥生時代に移行する過渡期を示すものである

とともに、和歌山県南部地域と言う地域性を顕すものでもある。当地に於いて、どのように

弥生文化を受け入れたかを示す好資料であるとともに、 農具がどのように変化していった

か、木製品の木取り、樹種選定は地域性なのか、あるいは時代を顕すものかなど、当該期の

木工を考える上では重要な発見であると言える。

泥除出土状況

弓出土状況

広鍬出土状況

容器・横匙出土状況
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